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～３学期の抱負～
始業式では、３学期の抱負を各学年の代

表生徒が述べ
～始業式における「式辞」～ ました。反省

新年明けましておめでとうございます。 を活かして学
冬休み期間中、大きな事故もなく、皆さ 習に部活動に

んと共に新学期のスタートが切れること がんばって取
は、何よりもうれしく思います。 り組んでほし

今朝(１月８日)の民報新聞にとってもう い と 思 い ま
れしいことが載っていました。「東京の山 す。また、３
手線に新しくできる高輪ゲートウェイ駅に 年生にとって
『古殿のスギ』が使われる」というのです。 は待ったなし
これからの社会は、アイデアと技術が大切 の受験が控えています。体調管理に注意し
と考えさせられました。(裏面に記事を掲 万全の準備をしてください。
載しました)

さて、年末から年始にかけて「卓球の張 １年代表 芳賀 大斗 君（１の２）
本智和選手の世界ランキング３位」や「石 ２年代表 江田 貴倫 君（２の２）
川地区の高校の卒業生が箱根駅伝競走で大 ３年代表 佐川 光汰 君（３の２）
活躍」という明るい話題がありました。そ
の一方で火山の噴火からの津波や地震とい ～受験本番 面接練習～
った様々な自然災害が国外・国内で発生し 高校などの受験に備え、３年生では面接
ました。災害のニュースが流れる度に「東 指導が実施されています。それぞれの生徒
日本大震災」での教訓「災害は忘れた頃に が志望動機
やってくる・命を守る行動をとる・今を大 や様々な質
切に生きる」等が呼び起こされました。 問に対して、

２学期の終業式で３学年の代表の佐川颯 しっかりと
輝君が述べた３学期の抱負が学年便り「大 自分の考え
望」に掲載されていましたので全校生でそ を述べるこ

の言葉を嚙みしめたい とができて
と思い紹介させていた います。言葉遣いや立ち振る舞いは、普段
だきます。『年が明ける の授業での受け答えや、学校生活で身につ
といよいよ入試が始ま けてきた力が発揮されていると思います。
ります。入試は個人戦 体調管理に注意して、希望する進路が実現
であるとともに団体戦 できるようがんばってください。
であると先生から教え
てもらいました。自分 ～インフルエンザに注意～
達の進路目標を実現で 古殿町内の学校でインフルエンザにかか
きるように一人一人が った児童が出ています。全国的にも流行の
努力するとともに、学 兆しとの報道もありました。人にうつさず、

年で協力し合いながら、これまでと同じよ 適切な治療を受けるためにも発熱がある場
うに、みんなで、受験という大きな壁を乗 合は病院で検査をしてください。また、イ
り越えていきたいと思います。』具体的な ンフルエンザと診断されなくても体調がよ
受験勉強の場面を想像してみましょう。「も くなってから登校するようにしてくださ
うこの辺でいいかな？ いやいや、もう少 い。担任の先生から話があったと思います
し頑張ろう！ でも、もういっぱい頑張っ が、以下に予防のためのポイントを紹介し
たから止めようか！ アイツはもっと頑張 ます。
っているぞ！ そうだ、あと１時間だけ頑
張ろうか････」 ・手洗い ・うがい ・マスクの着用

３学期は大変短い学期ですが、皆さんが ・換気 ・高湿度 ・人混みをさける。
自分を見失わず、自分の目標に向かってし ・抵抗力をあげる。 ・体を冷やさない。
っかりと学んで、有終の美で終われるよう ※ 周囲の人のためにも「咳エチケット」
に願っています。 を守りましょう！
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校長室での面接指導


